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■
取
り
組
ん
だ
効
果

　

新
た
に
作
成
し
た
日
報
を
記
録

す
る
こ
と
で
、
従
業
員
が
牛
を
よ

り
良
く
観
察
す
る
よ
う
に
な
り
、

病
気
等
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
牛
の
死
亡

率
が
低
減
し
、
経
営
上
の
成
果
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
肉
市
場
の
掲
示
板
に

は
（
有
）
最
上
畜
産
の
農
場
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
市
場
評
価
へ
の
効
果
や
他

の
畜
産
農
家
へ
の
波
及
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

■
今
後
の
展
望

　

最
上
さ
ん
は
、
現
在
、
当
初
の

目
的
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取

得
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

将
来
的
な
目
標
で
あ
る
輸
出
を
目

指
し
、
家
畜
衛
生
管
理
に
加
え
て
、

労
働
安
全

や
労
務
管

理
、
動
物

福
祉
に
つ

い
て
も
改

善
を
継
続

し
て
い
ま

す
。

■
認
証
取
得
ま
で

　

最
上
さ
ん
は
関
係
機
関
の
支
援

の
も
と
、
家
畜
衛
生
に
関
す
る
勉

強
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
農
場

に
お
け
る
改
善
点
の
確
認
か
ら
改

善
の
実
施
ま
で
着
々
と
積
み
重
ね

て
い
き
ま
し
た
。
記
録
の
管
理
・

整
理
が
特
に
大
変
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

取
り
組
み
開
始
か
ら
３

年
後
の
令
和
２
年
３
月

に
審
査
を
受
け
、
無
事

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。　

（
有
）最
上
畜
産
が
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
取
得

（
有
）最
上
畜
産
が
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
取
得

〜
安
心
安
全
な
畜
産
物
の
生
産
工
程
管
理
を
目
指
し
て
〜

　

横
芝
光
町
の
（
有
）
最
上
畜
産
は
、
肥
育
牛
約
３
５
０

頭
を
飼
育
す
る
肉
牛
農
家
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
食
材
供
給
や
、
将
来
的
に
は
輸
出

も
視
野
に
入
れ
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
を
目
指
す
と
い
う

先
代
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
29
年
に
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
構
築
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
と
は

　

畜
産
農
場
を
対
象
と
し
た
畜
産
物
の
安
全
性
や
生
産
工

程
の
管
理
に
関
す
る
認
証
制
度
で
、
平
成
21
年
に
農
林
水

産
省
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
内
の
畜
産
農
家
で

代表取締役の最上晃浩さんと従業員の菅野さん

も
家
畜
・
畜
産
物
の
安

全
性
や
家
畜
衛
生
の
向

上
に
向
け
、
取
組
を
行

う
農
家
が
増
え
て
い
ま

す
。

JGAP認証に向けた会議風景

審査の様子

入場制限の注意喚起
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令
和
２
年
の
育
苗
は
、
３
月
下
旬

か
ら
４
月
下
旬
に
か
け
て
日
照
時
間

が
平
年
よ
り
も
長
く
、
高
温
に
よ

る
「
や
け
」
症
状
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。
令
和
元
年
の
台
風
15
号
の
被

害
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
等
を
張
替
え
た

育
苗
ハ
ウ
ス
な
ど
で
、
換
気
不
足
に

よ
り
40
℃
以
上
の
高
温
に
な
っ
た
こ

と
が
原
因
で
す
。
ハ
ウ
ス
ご
と
の
温

度
を
把
握
し
、
時
期
や
天
候
に
応
じ

た
被
覆
シ
ー
ト
等
の
資
材
を
使
用
し

た
上
で
、
高
温
対
策
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

◆
ア
ル
ミ
蒸
着
シ
ー
ト
活
用
上
の
注

意
　

近
年
、
利
用
者
が
増
え
て
き
て
い

る
ア
ル
ミ
蒸
着
シ
ー
ト
（
本
州
太
陽

シ
ー
ト
等
）
は
、
表
面
が
キ
ラ
キ
ラ

と
反
射
す
る
ア
ル
ミ
シ
ー
ト
で
、
日

中
の
高
温
防
止
と
夜
間
の
保
温
効
果

が
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
育
苗
時
期
の

換
気
作
業
が
不
要
と
な
る
の
で
省
力

的
で
す
。

　

し
か
し
、
シ
ー
ト
表
面
に
キ
ズ
が

　

農
業
事
務
所
で

は
、
水
稲
栽
培
期

間
中
に
全
６
報
で

生
育
情
報
と
し
て
、

「
山
武
稲
作
情
報
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
御
希
望
の
方

に
は
送
付
し
ま
す
の
で
御
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
で
配
信
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
へ
の
切
り
替
え
を
進
め
て
い
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
お
使
い
で

御
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
御
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先

　

山
武
農
業
事
務
所　

改
良
普
及
課

　

℡
０
４
７
５
（
５
４
）
０
２
２
６

女
性
農
業
者
組
織
の
活

女
性
農
業
者
組
織
の
活

動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

﹁
山
武
稲
作
情
報
﹂

﹁
山
武
稲
作
情
報
﹂

の
送
付
に
つ
い
て

の
送
付
に
つ
い
て

つ
く
、
ア
ル
ミ
の
層
が
薄
く
な
る
な

ど
す
る
と
、
反
射
性
能
が
低
下
し
て
、

十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
ひ

と
シ
ー
ズ
ン
で
交
換
す
る
か
、
再
利

用
す
る
場
合
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
保
管
し
て
、
翌
シ
ー
ズ
ン
は
ア
ル

ミ
層
の
具
合
を
確
認
し
て
か
ら
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
３
月
に
平
置
き
無
加
温
出

芽
を
行
う
場
合
は
、
温
度
不
足
と
な

る
た
め
、
適
し
ま
せ
ん
。
通
常
の
保

温
マ
ッ
ト
等
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
温
度
を
正
確
に
測
り
ま
し
ょ
う

　

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
は
、
気
象
条
件

や
ビ
ニ
ー
ル
・
被
覆
資
材
の
劣
化
具

合
に
よ
っ
て
変
動
す
る
の
で
、
温
度

計
を
設
置
し
て
、
数
値
に
応
じ
て
管

理
し
ま
す
。
出
芽
期
は
30
℃
以
下
、

緑
化
期
以
降
は
25
℃
以
下
に
管
理
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

温
度
を
正
し
く
測
定
す
る
に
は
、

温
度
計
の
位
置
が
重
要
で
す
。
温
度

計
を
目
線
の
高
さ
に
設
置
し
て
い
る

事
例
が
散
見
さ
れ
ま
す
が
、
床
面
よ

り
温
度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
出
芽
期
は
育
苗
箱
の
床
土
に
温

度
計
を
挿
し
、
緑
化
期
以
降
は
育
苗

箱
の
高
さ
に
設
置
し
て
正
確
な
温
度

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
稲
育
苗
中
の

水
稲
育
苗
中
の

温
度
管
理
に
注
意
を

温
度
管
理
に
注
意
を

　

山
武
地
域
の
女
性
農
業
者
組
織

「
サ
ン
ス
マ
イ
ル
︱
山
武
農
業
女
子

「ぼっちチェルリーズ」の販売活動の様子

ネ
ッ
ト
︱
」（
会
員
39
名
）
で
は
、

女
性
農
業
者
の
経
営
参
画
や
仲
間
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
は
、
サ
ン
ス
マ
イ

ル
の
若
手
会
員
の
有
志
か
ら
な
る
学

習
グ
ル
ー
プ
「
ぼ
っ
ち
チ
ェ
ル
リ
ー

ズ
」（
10
名
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
ス
マ
イ
ル
で
は
、
多
く
の
女

性
農
業
者
の
参
加
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
御
希
望
の
方
は
農
業
事
務
所
ま

で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
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▼
ケ
ブ
カ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
は
？

　

体
長
約
１
㎝
の
小
型
の
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
で
、
庭
木
や
生
垣
に
使
わ
れ
る

イ
ヌ
マ
キ
を
食
害
し
ま
す
。
成
虫
の

発
生
は
年
１
回
で
、
４
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
幹
か
ら
脱
出
し
、
す
ぐ
に

交
尾
し
て
、
樹
皮
下
に
産
卵
し
ま
す
。

幼
虫
は
10
月
頃
ま
で
樹
皮
下
を
食
害

し
、
木
の
中
で
成
虫
と
な
り
、
越
冬

し
ま
す
。
山
武
郡
市
の
一
部
で
も
被

害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
被
害
の
特
徴

①
木
の
一
部
あ
る
い
は
全
体
で
葉
が

黄
化
し
、
や
が
て
枯
死
し
ま
す
。

②
幹
に
リ
ン
グ
状
の
隆
起
が
見
ら
れ

ま
す
（
写
真
）。

③
幹
や
枝
に
脱
出
口（
直
径
約
４
㎜
）

が
で
き
ま
す
。

▼
イ
ヌ
マ
キ
の
防
除
対
策

①
薬
剤
防
除

　

成
虫
が
幹
か
ら
出
て
く
る
時
期

を
逃
さ
ず
防
除
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
４
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬

に
ト
レ
ボ
ン
Ｍ
Ｃ
又
は
ト
レ
ボ
ン

新
害
虫
ツ
マ
ジ
ロ

新
害
虫
ツ
マ
ジ
ロ

ク
サ
ヨ
ト
ウ
対
策

ク
サ
ヨ
ト
ウ
対
策

Ｅ
Ｗ（
と
も
に
２
０
０
０
倍
希
釈
）

を
２
週
間
お
き
に
２
~
３
回
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

②
被
害
木
の
伐
採
・
処
分

　

伐
採
・
処
分
は
３
月
ま
で
に
行

い
ま
し
ょ
う
。
伐
採
後
に
は
放
置

せ
ず
、
焼
却
、
破
砕
、
又
は
登
録

農
薬
に
よ
る
く
ん
蒸
処
理
を
行
い
、

適
切
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

（
農
薬
登
録
内
容
は
、
令
和
２
年

12
月
現
在
の
も
の
で
す
。
適
用
作

物
は
イ
ヌ
マ
キ
に
限
り
ま
す
。）

イ
ヌ
マ
キ
の
ケ
ブ
カ

イ
ヌ
マ
キ
の
ケ
ブ
カ

ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
対
策

ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
対
策

▼
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
と
は
？

　

南
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ヤ
ガ
科
害

虫
で
、
令
和
元
年
７
月
に
国
内
で
初

め
て
発
生
が
確
認
さ
れ
、
令
和
２
年

９
月
に
は
山
武
地
域
で
も
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
80
種
類
以
上
の
作
物
を
加

害
し
、
千
葉
県
内
で
は
主
に
飼
料
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
発
生
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
卵
は
毛
で
覆
わ
れ
た
塊

状
で
、
幼
虫
（
写
真
）
は
成
長
す
る

に
つ
れ
て
分
散
し
ま
す
。
最
大
４
㎝

程
に
成
長
し
た
幼
虫
は
土
中
で
蛹
に

な
り
ま
す
。

▼
防
除
方
法
は
？

　

対
策
と
し
て
は
、
早
期
発
見
、
早

期
防
除
が
重
要
で
す
。
ほ
場
を
定
期

的
に
見
回
り
、
見
つ
け
た
場
合
は
た

だ
ち
に
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す
。
葉

の
表
皮
だ
け
を
残
し
た
筋
状
の
食
痕

や
、
生
長
点
付
近
の
食
害
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
薬
剤
散
布
が
困
難
な

場
合
は
早
期
刈
取
り
や
、
す
き
込
み

を
行
い
ま
す
。
耕
う
ん
は
深
さ
12
㎝

以
上
で
２
回
以
上
行
う
こ
と
で
効
果

が
上
が
り
ま
す
。
詳
し
い
情
報
は
農

水
省
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/

syouan/syokubo/keneki/k_
kokunai/tum

ajiro.htm
l

）。

▼
防
除
薬
剤（
令
和
３
年
１
月
現
在
）

○
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

Ｂ
Ｔ
剤
（
ト
ア
ロ
ー
水
和
剤
Ｃ
Ｔ
、

エ
ス
マ
ル
ク
Ｄ
Ｆ
等
）、
パ
ダ
ン
Ｓ

Ｇ
水
溶
剤
、
モ
ス
ピ
ラ
ン
水
溶
剤
、

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤

○
ソ
ル
ガ
ム
（
飼
料
用
）

モ
ス
ピ
ラ
ン
水
溶
剤
、
オ
ル
ト
ラ
ン

水
和
剤

幹に発生したリング状の隆起ケブカトラカミキリ成虫

（
写
真
提
供
：
農
林
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
病
理
昆
虫
研
究
室
）

２㎝以上の幼虫は他種と区別が可能

頭部のＹ字（点線内） 尾部の黒点（矢印）
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飼
料
用
米
等
の
推
進
・
農
地

飼
料
用
米
等
の
推
進
・
農
地

中
間
管
理
事
業
の
お
知
ら
せ

中
間
管
理
事
業
の
お
知
ら
せ

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

「
農
業
経
営
体
育
成

「
農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
」
の
参
加

セ
ミ
ナ
ー
」
の
参
加

者
募
集

者
募
集

　

農
業
事
務
所
で
は
、
新
し
く
農
業

を
始
め
た
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
農
業

経
営
に
必
要
な
基
礎
的
・
専
門
的
な

知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
、

同
世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目

的
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
概
ね
45
歳
ま
で
の
新
規
就

農
者
で
、
研
修
期
間
は
令
和
３
年
５

月
か
ら
３
年
間
、
年
７
回
程
度
の
開

催
で
す
。
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
先
：

　

山
武
農
業
事
務
所　

改
良
普
及
課

　

℡
０
４
７
５
（
５
４
）
０
２
２
６

　

山
武
合
同
庁
舎
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
令
和
３
年
２
月
22
日
以
降
、
改

良
普
及
課
及
び
企
画
振
興
課
が
左
記

住
所
に
移
転
い
た
し
ま
す
。

改
良
普
及
課
：
東
金
市
田
間
２—

14—

２

（
山
武
農
業
事
務
所
分
庁
舎
）

企
画
振
興
課
：
東
金
市
東
新
宿
17—

６

（
山
武
農
業
事
務
所
本
所
）

＊
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
２
年
度
認
証

千
葉
県
農
業
士
紹
介

　

千
葉
県
で
は
、
栽
培
技
術
・
経
営

管
理
能
力
に
優
れ
、
ま
た
、
地
域
の

農
業
生
産
活
動
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
意
欲
的
な
青
年
農
業
者
を

「
農
業
士
」
と
し
て
認
証
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
山
武
地
区
か
ら
は
４

名
の
方
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
研
修
等
の
実
施
に
よ
り
、

能
力
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
益
々
の
御
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

○
小
川
　
貴
史 

氏
（
芝
山
町
）

○
矢
部
洋
一
郎 

氏
（
東
金
市
）

○
石
田
　
広
和 

氏
（
芝
山
町
）

○
佐
久
間
浩
一 

氏（
大
網
白
里
市
）

◦
野
菜

◦
施
設
と
露
地

の
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◦
水
稲

◦
複
数
の
品
種

を
組
み
合
わ
せ
、

需
要
に
応
じ
た

◦
施
設
花
き

◦
球
根
類
に
キ

ク
等
を
組
み
合

わ
せ
、
切
り
花

◦
水
稲
、
野
菜

◦
水
稲
と
温
室

メ
ロ
ン
を
組
み

合
わ
せ
、
高
品

市
場
出
荷
の
他
に
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン

は
直
売
も
行
い
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

の
周
年
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常

に
自
己
研
鑽
に
努
め
、
切
り
花
産
地

の
担
い
手
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

質
な
農
産
物
の
直
売
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
水
稲
で
は
、
地
域
の
水

田
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
飼
料
用
米
の
取
組
推
進

　

米
の
消
費
量
は
、
全
国
的
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
飼
料
用
米
等

へ
の
取
組
に
よ
り
、
米
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
に
基
づ
い
た
生
産
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
飼
料
用
米

等
の
取
組
に
つ
い
て
、
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
農
地
中
間
管
理
事
業
の
お
知
ら
せ

　

農
業
の
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て
い
る

方
、
農
地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
方

な
ど
農
地
を
貸
し
た
い
方
、
ま
た
経

営
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
な
ど
、
農

地
を
集
積
し
た
い
方
は
、
公
益
社
団

法
人
千
葉
県
園
芸
協
会
又
は
市
町
等

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会

林　

℡
０
７
０（
３
１
３
９
）８
３
４
１

小
埜
℡
０
８
０（
４
３
５
６
）４
９
７
２

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

米
生
産
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
を
い
ち
早
く

導
入
し
、
コ
ス
ト
低

減
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。


